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子ども図書館の整備に伴う視聴覚センターの 

移転及び業務の見直しについて 

１ 視聴覚センターの役割と現状 

（１）視聴覚センターの意義

視聴覚センターは小・中・特別支援学校などの学校教育や企業、地域等の社会教育に対

して視聴覚教材や機材の提供を行い、学校教育・社会教育の支援を行ってきた。

また、デジカメ活用講座やパソコンビデオ編集講座などの研修を開催してＡＶ機器の活

用を進めるとともに、映写会等の普及活動を行ってきた。

（２）現状と課題

 ①施設利用・個人利用の減少、低迷

電子機器の技術が著しく進歩し、パソコンや DVD等が職場、学校、家庭に広く普及
するとともに機能の高度化が進んだ現在では、様々な音楽や映像媒体を誰でも簡単に利

用することができるようになった。その結果、館内施設の利用者や講座などの個人利用

は大きく減少している。

 ②教材・機材の団体貸出

   視聴覚教材と機材の団体貸出は減少を続けているが、平成２７年度の教材貸出は

２，２０７回で、９８千人に利用されており、主に学校教育や、地域・企業の人権、防災、

防犯などの研修、子どもや高齢者を対象とした娯楽・イベントの場で利用されている。

２ 視聴覚センターの業務見直し 

   視聴覚教材・機材の提供を通して学校教育・社会教育を支援する視聴覚センターの役割

と、社会情勢の変化を踏まえ、センターの業務を見直して今後も担うべき機能を充実し、

社会状況の変化にあわせた整理を行う。

（１）機材・教材の団体貸出の充実

  ①学校教育支援の強化

教育センター移転に伴い、学校教育との連携を深め、教材・機材の充実を図る。

②地域、社会教育団体、企業の利用促進

ア 地域や企業での利用を促進するため、教材・機材の充実を図るとともに、市民セン

ターや企業などへのＰＲを強化する。

イ 機材・教材の配送サービスは継続する。なお、移転に合わせ配送拠点を見直す。
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子ども図書館の整備に伴う視聴覚センターの 

移転及び業務の見直しについて（意見） 

１ 移転について

   子ども図書館の整備に伴い、視聴覚センターが中央図書館内から教育センター

内に移転するにあたり、下記の点に配慮し、業務見直しを行われたい。

２ 業務見直しについて

   市民が主に利用する CD・DVD などの視聴と映写会は、中央図書館や地区館、
新設される子ども図書館等で、引き続き実施していただきたい。

   移転により学校関係者の利便性は向上するが、あわせて市東部地区の利用者の

利便性を考慮すべきである。機材・教材の貸出業務は、利用者が利用しづらくな

らないよう、引き続き配送サービスを行っていただきたい。

また、ホームページでの教材・機材の検索がしやすいよう、改善に努めていた

だきたい。

３ 機器について

   再生や編集の機器が古く、時代にあった機器更新が急がれる。更新費用の問題

や、製造中止などメーカーサイドの事情も考慮し、更新を進めていただきたい。

４ 記録映像等の保管について

   本市の古い記録映像などの貴重な資料は、デジタル化も含めきちんとした保存

管理に取り組んでいただきたい。
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（２）館内視聴

    移転に伴い、ＣＤ・ＤＶＤの館内視聴は中央図書館・子ども図書館に移管し、あわせ

て個人貸出を始める。

（３）研修事業

    機器の技術進歩や普及でニーズが少なくなったり（デジタルカメラ活用講座など）、

民間が実施している（ＬＬ語学講座）状況で、受講者も減少しているため廃止する。

（４）制作支援

    行政や幼稚園・保育所、学校関係者等に対する、映像（ＤＶＤ）編集等の制作支援は

廃止、相談業務は引き続き行う。

（５）普及事業

    週末映写会、子ども映写会は図書館行事として適宜開催し、クラシックレコードコン

サート等は廃止する。

３ 視聴覚センターの移転（案）について 

（１）移転先    北九州市立教育センター（八幡西区相生町２０番１号）

（２）移転時期   平成２９年秋頃

＜教育センターへの移転による効果＞

視聴覚センターの機材・教材は学校関係者も多く利用しており、教育センター利用と

の相乗効果が図れる。

    ・ 子どもの学力向上、授業支援（学校支援）に寄与

   ・ 新採教員の校内研修等で活用      

  ⇒教育センターは教職員研修の場であり、その延長で視聴覚教材の利用につなぎやすい。


